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『文
学
書
官
話
」

の
成
立
及
び
日
本

へ
の
流
布

野

志

田

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
人
の
宣
教
師
高
第
　

(O
「o
乱

○
「α
●T
鋤
「巨

o
口
P
・)
と
中

国
登
州
府
人

の
張
儒
珍
と
の
共
著
で
あ
る

『文
学
書
官
話
』
は
同
治
八

年

(
一
八
六
九
)
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
中
国
語
で
書
か
れ
た
最
初

の
中
国
語
口
語
文
法
書
で
あ
る
。
そ
の
後
に
出
現
し
た

『
馬
氏
文
通
』

(
一
八
九
八
年
)
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ

っ
た
せ
い
か
、
中
国
で
は
、

本
書

(以
下
、
本
稿
に
於
け
る

「本
書
」
と
は
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限

り
、
皆
、
『文
学
書
官
話
』
を
指
し
て
い
る
。
)

へ
の
関
心
は
あ
ま
り
高

く
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
も
殆
ど
な
い
よ
う
で
あ
%

一
方
、

日
本

へ
は
、
本
書
が
世
に
出
て
か
ら
間
も
な
く
紹
介
さ
れ
、
幾

つ
も
の

翻
刻
、
注
釈
書
が
出
た
ほ
ど
、
か
な
り
珍
重
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
中

国
近
代
文
法
学
の
成
立
を
再
吟
味
す
る
意
味
で
、
本
稿
で
は
、
本
書
の

内
容
、
特
色
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
『馬
氏
文
通
』
の
出
現
よ
り
三
十

年
も
早
い
そ
の
時
期
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
口
語
文
法
書
が
現
れ
た
の

か
と
い
う
本
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
ま

た
、
本
書
の
影
響
、
及
び
日
本

へ
の
流
布
に
つ
い
て
も
触
れ
て
ゆ
き
た

い
と
思
う
。

二

書
誌

『文
学
書
官
話
』
、

一
冊
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
、
金
属
活
字
の
線
装
折

本
、
縦
19

㎝
×
横
伽

㎝
○
扉

一
丁
、
序
文
二
丁
、
目
次

一
丁
、
本
文
五

十
三
丁
。
薄
黄
色
表
紙
、
表
紙
の
左
上
に
は

「文
學
書
官
話
」
と
あ
り
、

右
上
に
は
縦
舗

㎝
×
横
"

㎝
の

「中
村
敬
宇
蔵
書
之
記
」
と
の
蔵
書
印

が
押
さ
れ
て
い
る
。
扉
の
中
央
に
は

「文
學
書
官
話
」
と
あ
り
、
そ
の

上
に
は

「7自
O口
α
鋤
一一「一
∩甲「鋤
∋
∋
9
「」
と
の
英
訳
名
、
下
に
は

「α
0
9
ω

喝
①一
8
冨

＼
一。。
①㊤
」
と
、
本
書
の
値
段
及
び
出
版
年
が
示
さ
れ
て
い
る
。

扉
の
右
上
と
左
下
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「同
治
八
年
訂
」
と

「登
州
府
/

う42「



美
国
高
第
　
、
中
国
張
儒
珍
/
著
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
下

に
は
縦
舗

㎝
×
横
=

㎝
の

「中
村
本
」
と
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

1
ペ
ー
ジ
が

8
行
詰
め
で
、
1
行
が
19
字
綴
り
で
あ
る
。

出
版
者
な
ど
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
扉
の
著
者
名
な
ど
の
印
刷②

に
使
用
さ
れ

て
い
る
分
割
活
字
か
ら
、
上
海
に
あ

っ
た

「美
華
書
館
」

よ
り
出
版
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
清
同
治
十
年

(
一
八
七

一
)
『教
会

③

新
報
』
第
十
五
期
に
は
、
「美
華
書
館
述
略
」
な
る

一
文
が
あ
り
、
同
書

館
の
初
期
の
状
況
及
び
出
版
書
目
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

〈前
略
〉
尚
有
天
文
地
理
礼
楽
医
算
格
物
小
学
訳
語
之
書
、
如
談

天
地
球
説
署
地
理
問
答
憾

..化
学
初
階
初
学
編
双
千
字

文
常
字
双
千
官
話
文
法
官
話
文
学
書
官
話
初
学
書
此
官
話
初
学
書

則
日
耳
曼
字
訳
語
也
日
耳
曼
即
布
国
也
又
有
上
海
土
白
文
法
土
話

初
学
上
海
土
白
字
彙
中
西
訳
語
妙
法
諸
書
此
皆
西
人
所
著
之
書
猶

中
国
之
有
雑
著
也

こ
こ
で
言
う

「官
話
文
学
書
」
は
、
即
ち
本
書
を
指
し
て
い
る
。

三

本
書
の
内
容
及
び
特
色

⑤

本
書
は
、
文
学
書
序
/
第

一
章
論
音
/
第
二
章
論
字
/
第
三
章
論
名

頭
/
第
四
章
論
替
名
/
第
五
章
論
指
名
/
第
六
章
論
形
容
言
/
第
七
章

論
数
目
言
/
第
八
章
論
分
品
言
/
第
九
章
論
加
重
言
/
第
十
章
論
罪
托

言
/
第
十

一
章
論
幣
助
言
/
第
十
二
章
論
随
従
言
/
第
十
三
章
論
折
服

言
/
第
十
四
章
論
接
連
言
/
第
十
五
章
論
示
処
言
/
第
十
六
章
論
問
語

言
/
第
十
七
章
論
語
助
言
/
第
十
八
章
論
字
換
類
/
第
十
九
章
総
講
話

様
/
第
二
十
章
論
句
連
読
/
第
二
十

一
章
論
話
色
、
計
二
十

一
章
か
ら

成
り
立

っ
て
い
る
。
第

一
章
は
音
論
で
、
第
二
章
は
文
字
論
で
あ
る
。

以
下
第
三
章
か
ら
第
十
七
章
は
そ
れ
ぞ
れ
、
名
詞
、
代
名
詞
、
指
示
詞
、

形
容
詞
、
数
詞
、
量
詞

(助
数
詞
)
、
「加
重
言
」
(形
容
詞
を
修
飾
す
る

副
詞
)
、
動
詞
、
助
動
詞
、
「随
従
言
」
(動
詞
を
修
飾
す
る
副
詞
)、
否

定
詞
、
接
続
詞
、
方
位
詞
、
疑
問
詞
、
「語
助
言
」
(終
助
詞
、
感
嘆
詞

の
類
)
を
論
じ
、
い
わ
ば
品
詞
論
で
あ
る
。
第
十
八
章
は
、
中
国
語
の

品
詞
間
の
相
互
転
化
を
説
き
、
後
の

『
馬
氏
文
通
』
に
も
見
ら
れ
る
所

謂

「詞
無
定
類
」
説
の
嗜
矢
で
あ
る
。
第
二
十
章
は
文
論

で
、
第
二
十

一
章
は
修
辞
論
で
あ
る
。
構
成
か
ら
見
て
も
、
正
書
法

・
韻
律
論
=
形

態
論
=
統
語
論
と
い
っ
た
口
語
文
法
の
骨
子
を
備
え
て
い
る
。

以
下
、
本
書
の
幾

つ
か
の
特
色
を
ま
ず
述
べ
て
い
く
が
、
言
う
ま
で

も
な
く
、
口
語
文
法
書
と
し
て
の
存
在
自
体
が
そ
の

一
特
色
で
あ
る
。

何
し
ろ
、
中
国
語
口
語
文
法
の
体
系
を
樹
立
し
た
黎
錦
煕
の

『新
著
国

語
文
法
』

(
一
九
二
四
年
)

よ
り
半
世
紀
も
早
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か

も
、
そ
の
内
容
も
実
に
特
色
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

第

一
に
、
本
書
の
品
詞
分
類
の
独
創
性
に
注
目
し
た
い
。

話
類

(品
詞
類
)

話
字
分
十
五
類
、
叫
名
頭
、
替
名
、
指
名
、
形
容
言
、
数
目
言
、

分
品
言
、
加
重
言
、
葬
托
言
、
幣
助
言
、
随
従
言
、
折
服
言
、
接

連
言
、
示
処
言
、
問
語
言
、
語
助
言
。

(5
頁
)

右
の
如
く
、
十
五
の
品
詞
項
目
を
立
て
て
い
る
が
、
当
時
の
英
文
法
で
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は
、
普

通

八
分

類

又

は
九

分

類

が

一
般

的

で
あ

る
。
例

え

ば

、
ζ

コ
α
一〇
団

ζ
ロ
「
「
鋤
《
の

『
国
昌
凶
一一ω
ゴ
O
「
o
∋
日
鋤
「
』
(
一
七
九

五
年

)

で
は

、
品

詞

を

葺

Φ
四
「
鉱
o
一ρ

葺

Φ

ω
二
げ
ω
富

昌
口
く
①
ω
○
一
昌
○
虞
戸

島

①

餌
α
一①
〇
一
一く
ρ

匪

①

℃
「
o
づ
○
ロ
P

島

Φ
く
①
「
σ
.
昌

Φ
9
α
<
①
「
σ
●
誓

o

娼
「
8

○
ω
帥口
○
P

葺

①
o
○
亭

言

コ
。
鉱
o
P

葺

Φ
ぎ

冨
ユ
㊦
。
鼠
○
コ
と

九

分

類

し

て

い
る

。

こ

の
う

ち
、

o
〒

ユ
9
①

(
冠

詞

)

に
相

当

す

る

も

の
が
中

国

語

に
は

な

い

の

で
、

後

の
中

国

語

文

法

書

で
は

、

大

体

こ
れ

を
除

い

て

い
る
。

例

え
ば

、

モ
リ

ソ

ン

(
力
●
7
臼
○
「
「
一ω
O
コ
)

の

『
通

用

漢

言

之

法

』

(
一
八

一
五

年

)

で
は
、

コ
9
」
P

四
9
Φ
o
口
く
ρ

〇
一
〇
ロ
○
犀
戸

く
①
「
ダ

o
α
<
①
「
σ
り
〇
一
Φ
℃
○
ω
三

〇
員

o
o
亭

冒

ロ
o
口
o
戸

ぎ
8
ユ
o
。
二
〇
口

と

の
八

分

類

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
、
西

洋

諸

言

語

に
あ

ま

り

な

い

「
助

詞

」

と

い

っ
た

も

の
を

加

え

、

名

詞

・
代

名

詞

・
動

詞

・
形

容

詞

・
副

詞

・
連

詞

(接

続

詞

)

・
介

詞

(
写

①
O
o
ω
一・

二
〇
p
)

・
助

詞

・
感

動

詞

と

九
分

類

す

る

の
は
、

『
馬

氏

文

通

』
以
来

の

中

国

文

法

書

に

よ
く

見

ら

れ

る

ケ

ー

ス

で
あ

る
。
後

に
、
王

力

(『
中

国

語

法

理
論

』

・

一
九

三

三

年

)
が

、
「
数

詞

」
を

形

容

詞

よ

り

抽

出

し

て

こ

れ
を

一
品

詞

と

し

た
。

但

し

、

王

力

は
助

詞

と

感

動

詞

を

一
つ
に
し

て

「
語

気

詞

」

と
名

付

け

た
。

尤

も

、

こ

の
助

詞

と

数

詞

に
早

く

か

ら

注

目

し

た

の

は
、
外

国

人

宣

教

師

の

エ
ド

キ

ン
ズ

(J
・
団
=α
『
一b
[ω
)

で
あ

る
。

彼

は
、

『
上

海

話

文
法

』

(
一
八

五

三
年

)

の
中

で
、

モ

リ

ソ

ン

の

分
類
に
・
更

に
・
巨

∋
Φ邑

ω
(数
量
醜

ξ

。
登

。
(助
詞
)
を
加

え
て
い
る
。
現
在
の
中
国
語
文
法
書
で
は
、
王
力
の
分
類
に
更
に

「量

詞
」
と

「方
位
詞
」
(前
出

の

「
介
詞
」
と
区
別
し
て
)
と
を
加
え
る
の

が

一
般
的
で
あ
る
。

こ

の
点

か

ら

見

る

と
、

本

書

の
著

者

が
敢

え

て
英

文

法

の
品

詞

分

類

を

そ

の
ま

ま

踏

襲

し

な

か

っ
た

の

も
、

あ

る
程

度

中

国

語

の
特

質

に
注

意

を

払

っ
て

い
る

の

で
は

な

い

か

と
思

わ

れ

る
。

例

え
ば

、

「
数

目

言

」

(
数

詞

)
、
「
分

品
言

」

(
量

詞

)
を

そ

れ

ぞ

れ

一
品

詞

と

し

た

の

は
、

そ

の
反

映

の

一
つ
で
あ

る

。

量

詞

の
豊

富

さ

が
中

国

語

の

一
特

色

と

言

わ

れ

て
お

り

、

元

来

、

モ
リ

ソ

ン
や

エ
ド

キ

ン
ズ

な

ど
も

、

こ

の
数

量

詞

に
注

目

し

て

い
た

。

モ
リ

ソ

ン
は

前
述

の
文

法

書

の
中

で
、

名

詞

を

論

'

じ

る
前

に
、

多

く

の

ペ
ー
ジ

を

割

い

て
、

コ
ロ
∋
o
「
巴
ω
の
例

を

挙

げ

て

い

も

エ
ド

キ

ン
ズ

は

口
二
∋
①
茜

一ω
を

一
品

詞

と

し

・

そ

れ
を

細

か

く

分

類

し

た
。

し

か

し
、

二
人

が
論

じ

た

づ
ニ
ヨ
Φ
「
巴
ω
は
、

共

に
数

詞

と

量

詞

を

含

め

た

も

の

で
、

そ

の

分

別

が

必

ず

し

も

明

確

で

は

な

か

っ

た
。

本

書

に
於

い

て
、

初

あ

て
数

量

詞

を

「
数

目
言

」

と

「
分

品

言

」

と
分

け

て

そ
れ

ぞ

れ

一
品

詞

と

し

て
独

立

さ

せ

た

の

で
あ

る
。

数

目

一
類

的

話

有

両

支

、
叫

死

数

、
活

数

。
死
数

就

是

、

一
、

二

、

三
、

四
、

十

、

百

、

千

、

万

、

億

、

兆

、

骸
、

単

、

双
、

両

。

活

数

就

是

、

多

少

、

幾

、

衆

、

都

、

各

、

全

、
独

、

総

、

通
、

等

、

合

、

斎

、

切

、

凡

、

大

凡

、

個

個

、

有

個

、

大
家

、

老

些

、

普

、

渾

、

椚

。

数

目

言

只

能

数

出

名

頭

来

、

不

能

数

別
的

話

。

像

、

一

隻

牛

能

吃

許

多

草

。

一
是

死

数

、

数

牛

。

多

是

活
数

、

数

草

。

.(
18
頁

)

分

品

一
類

的

話

、

就

是

、
条

、
張

、

隻

、
個

、
把

、

枝

、
位

、

套

、

科

、

根

、

塊

、
本

、

頂

、
間

、

畝

、
蓋

、

件

、
句

、

封

、
管

、

梱

、

包
、

匹
、

斤

、

升

、

斗

。

這

様

的

話

是

分

出

名

頭

的

品

類

。

一44「



(11
頁
)

ち
な
み
に
、
後
の
中
国
語
文
法
研
究
で
は
、
「量
詞
」
を
独
立
の

一
品
詞

と
し
た
の
は
、
中
国
科
学
院
語
言
研
究
所
語
法
小
組
が
編
集
し
た

『語

法
講
話
』
(
一
九
五
五
年
)
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
疑
問
代
名
詞
、
疑
問
副
詞
、
疑
問
助
詞
と
い

っ
た
も
の
を
、

「問
語
言
」
(疑
問
詞
)
と
し
て
ま
と
め
た
の
も
、
当
時

に
於
い
て
は
か

な
り
独
創
的
な
発
想
で
あ
る
。

問
語

一
類
的
話
、
就
是
、
慶
、
甚
歴
、
為
甚
歴
、
急
歴
、
呪
、
豊
、

多
会
、
幾
時
、
可
不
是
。
這
様
的
話
。
是
問
的
味
気
的
記
号
。
(
34
頁
)

西
洋
文
法

の
品
詞
分
類
は
主

に
そ
の
形
態
変
化
に
よ
る
も

の
が
多

い

が
、
中
国
語

に
は
品
詞
の
形
態
変
化
が

一
般
的
に
存
在
し
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
む
し
ろ
、
意
味
或
い
は
文
法
的
機
能
に
よ
る
分
類

が
有
効
で
あ

る
。
後
に
、
王
力
、
朱
徳
煕
ら
の
代
表
的
な
中
国
語
文
法

学
者
は
、
共

に
中
国
語
の
品
詞
分
類
が
形
態
変
化
で
は
な
く
、
意
味
或

⑧

い
は
文
法
的
機
能
に
よ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
書
に

於
け
る

「問
語
言
」
と
の
品
詞
立
て
は
、
分
類
基
準
に
は
多
少
、
問
題

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
発
想
に
基
づ
く
中
国
語
品
詞

分
類

へ
の

一
つ
の
試
み
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

更
に
、

こ
こ
で
い
う

「語
助
言
」
に
は
、
モ
リ
ソ
ン
や
エ
ド
キ

ン
ズ

が
言

っ
た

「曖
啄
」
(団
P
巴
鋤
ω一)
の
類
の
い
わ
ゆ
る
間
投
詞

・
感
動
詞

だ
け
で
は
な
く
、
命
令
の
語
気
を
表
す

「罷
」
と
い

っ
た
語
気
助
詞
も

含
ま
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
王
力

の

「
語
気
詞
」
と
頗
る
相
似
す
る
。

語
助
言

一
類
的
話
、
就
是
、
咽
、
罷
、
咳
、
咬
酌
、
罷
了
。
這
様

的
話
。
都
是
味
気
的
記
号
。
〈中
略
〉
罷
是
使
令
的
記
号
。
像
拾
橋

罷
○
坐
下
罷

(35
頁
)

第
二
の
特
色
と
し
て
、
品
詞
論
に
於
け
る
名
詞
中
心
論
で
あ
る
こ
と

を
挙
げ
ら
れ
る
。

名
頭

一
類
的
話
有
三
支
、
叫
定
名
、
実
総
名
、
虚
総
名
○
名
頭
是

最
要
緊
的

一
類
話
、
可
算
君
字

(5
頁
)

這
些
話

【指
名
】
都
是
属
名
頭
的

(
15
頁
)

形
容
言
是
属
名
頭

一
類
的
話
、
顕
出
他
的
様
児
来

(
16
頁
)

罪
托
言

一
類
的
話
分
両
支
、
叫
動
字
、
静
字
○
動
字
就
是
走
、
飛
、

想

〈中
略
〉。
這
様
的
話
都
是
活
動
的
○
静
字
就
是
是
、
有
、
値
、

〈中
略
〉
。
這
様
的
話
都
是
寂
静
的
○
罪
托
言
必
有
名
頭
、
或
替
名

為
他
的
根
本
。
動
字
是
顕
出
他
根
本
的
行
為
来
、
静
字
是
顕
出
他

根
本
的
形
勢
来
○
名
頭
為
君
字
、
罪
托
言
為
臣
字

(
21
頁
)

本
書
は
基
本
的
に
西
洋
文
法
の
枠
組
み
で
中
国
語
文
法
を
講
じ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
名
詞
中
心
論
に
現
れ
た

「
君
臣
」
思
想
か
ら
見

る
と
、
本
書

の
著
者
は
、
あ
る
程
度
意
識
的
に
既
存
の
中
国
的
な
概
念

を
以

て
そ
れ
を
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
意
味
で
の

「漢
洋
折
衷
」
と
も
言
え
よ
う
。
他
に
、
名
詞
再
分
類
に
於
け
る

「実

虚
」

の
概
念
や
、
動
詞
の

「動
静
」

の
区
別
、

「数
目
言
」

に
於
け
る

「死
数

・
活
数
」
の
概
念
等
も
、
漢
文
法
の

「実
字

・
虚
字
」
「
動
字

・

静
字
」

「死
字

・
活
字
」

と
い

っ
た
考
え
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
た
の
だ
ろ

う
。
ま
た
、
名
称
だ
け
で
な
く
、
内
容
の
上
で
も
漢
文
法
の
影
響
を
受
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け
た
と
思
わ
れ
る
所
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
指
名
」
に
つ
い
て
の
説
明
で

は
、
指
名

一
類
的
話
就
是
、
這
個
、
那
個
、
別
的
、
這
些
、
那
些
、
這

里
、
那
里
、
甚
歴
、
此
、
第
、
剖
、
明
、
初
、
正
、
誰
、
所
。
這

些
話
都
是
属
名
頭
的
。

(15
頁
)

と
あ
る
。
こ
こ
で
、
「今
日
」
(8
α
昌
)
の

「今
」
を
も
指
示
詞
と
し
て

い
る
こ
と
は
、

一
見
不
思
議
に
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
清
の
劉
漢
の

『助
辞
辮
略
』
(
一
七

=

年
)
に
は
、

「今
是
何
神
也
?
」
此
今
字
、
猶
此
也
。
今
是
当
下
之
称
、
故
得

為
此
也
、
即
也
。

此

…
…
又
指
物
之
辞
。
…
…

と
、
あ
る
よ
う
に
、
「今
」
に

「此
」
(一三
ω)
と
の
意
味
も
あ
る
。
即
ち
、

「今
日
」

も

8
α
①
く
で
は
な
く
、

叶三
ω
自
o
団
と
解
釈
し
う
る
の
で
あ

り
、

こ
れ
な
ら
、
指
示
詞
と
見
な
す
の
も
、
筋
が
通
る
わ
け
で
あ
る
。

第
三
の
特
色
と
し
て
、
統
語
論

(ω
■
N
↓
A
×
)
の
内
容
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
前
述
の
モ
リ
ソ
ン
等
の
文
法
書
に
は
、

一

応

ω
く
N
日
A
×
と
い
う
名
目
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
た
だ
、
文
中

に
於
け
る
各
品
詞
の
順
序
を
説
い
て
い
る
だ
け
で
、
し
か
も
、
殆
ど
箇

条
書
き
的
な
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
第
二
十
章

「論
句
連
読
」
と
、

特
別
に

一
章
を
設
け
、
文
の
種
類
や
文
成
分
、
詞

・
文
節

・
文
の
関
係

な
ど
を
論
じ

て
い
る
。

幾
個
字
連
起
来
成

一
句
話
○
幾
句
話
連
起
来
成

一
段
意
思
(5
頁
)

句
頭
可
分
三
等
、
叫
単
句
、
双
句
。
合
句
○
幾
個
字
合
起
来
成
全

一
段
意
思
、
不
論
心
裡
的
話
説
完
了
没
有
、
就
算

一
個
単
句
。
…

○
両
句
連
起
来
算

一
個
双
句
…
○
幾
個
単
句
合
起
来
、
成
全
心
裡

一
段
意
思
、
可
算

一
個
合
句
。

(43
頁
)

…
合
句
分
単
句
、
単
句
分
読

(47
頁
)

そ
し
て
、
「句
」
(文
)
に
は

「直
接
的
、
使
令
的
、
問
語
的
、
嘆
息

的
、
設
若
的
、
転
折
的
、
推
及
的
、
志
向
的
、
比
量
的
」
の
九
種
が
あ

り
、
「読
」
(文
節
)
に
は

「綱
読
、
目
読
、
蝕
読
、
枢
読
、
用
目
読
、

拍
目
読
」

の
六
種
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
後

に
、
馬
建
忠
は

『馬
氏

文
通
』

の
中

で
、
「是
書
本
旨
、
専
論
句
読
」
(
同

・
例
言
)
と
い
っ
た

よ
う
に
、
「
句
読
」
論

(文
論
)
に
力
点
を
置
く

こ
と
を
主
張
し
て
い
る

が
、
本
書
は
そ
れ
よ
り
三
十
年
も
早
く
こ
の

「
句

・
読
」
の
概
念
を
以

て
中
国
語
文
法
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
中
国
伝

統
言
語
学
に
於
け
る

「読
」
「
句
」
と
は
、
違

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、

中
国
伝
統
な
学
問
の
概
念
を
用
い
て
西
洋
的
な
文
法
を
中
国
の
読
者

に

馴
染
ま
せ
よ
う
と
す
る
著
者
の
苦
心
が
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

四

本
書
の
成
立
背
景
と
目
的

1
・
『文
学
書
官
話
』
の
著
者
に
つ
い
て

第

一
節
に
述

べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
ア
メ
リ
カ
人
の
高
第
　
と
中
国

人
張
儒
珍
と
の
共
著
に
な
る
が
、
こ
の
う
ち
、
張
儒
珍
な
る
人
物

に
つ

い
て
は
未
詳

で
あ
る
。

高
第
　
に
つ
い
て
は
、

ζ
国
竃
○
幻
一A
い
o。

O
国
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P
閑
O
■
国
ω
T
A
N
T

ζ

冨

Qり
一○
N
A
幻
閏

ω
■
○

日
=
国

O
H
一N
国
ω
国

な

ど

の

記

述

に

よ

る

と

、

彼

は

ア

メ

リ

カ

の

バ
プ

テ

ス

ト
会

(
じd
o
⇔
「
α

o
h

団
○
一
Φ
一σq
コ

ζ

一ω
ω
δ
コ
ω
○
h
誓

①
ω
○
9

『
①
「
口

ud
9
冥

一ω
叶
0
8

<
①
昌
口
8

一ロ

}

Φ

¢
巳
8
自

o。
富
9
ω
)

の
宣

教

師

で
、

同

教

会

か

ら

中

国

に
派

遣

さ

れ
、

一
八

五

二
年

三
月

二

八

日

に
、

妻

と

一
緒

に
上

海

に
到

着

し

た

。

布

教

に
従

事

し

て
い

た

が
、

病

気

の

た

め
、

一
八

五

八

年

八

月

に
帰

国

し

た
。

一
八
六

○
年

に
再

び
上

海

に
戻

り
、

間

も

な

く

北

上

し

、

山

東

省

登

州

な

ど

で
伝

道

し
、

一
八
九

二
年

に

バ

プ

テ

ス
ト
福

音

伝

道

会

を

組

織

し

た
。

後

に
、

泰

安

に
移

り
、

義

和

団

事

件

の

た
め

一
九

○

○

年

に

帰

国

し

た
。

一
九

○

二
年

四
月

七

日

に
没

し

た

。
主

な
著

書

と

し

て
、

『
讃

神

詩

』

(
一
八

五

五

)
、
『
上

海
土

音

字

写
法

』

(
同

)
、
『
佳

客

問
答

』

(
一
八

五

八
)

な

ど

が

あ

る
。

本

書

は
彼

が
山

東

登

州

に
居

た

間

に
書

い
た

も

の
と

思

わ

れ

る
。

但

し
、

フ

ラ

ン

ス
人

O
o
一
巳
雲

の

『
西

人

論

中

国

書

目
』

に

は
、

彼

の
も

う

一
つ
の
文

法

書

「
O
「O
ヨ
ヨ

O
「
」

(
出

版

年

な

ど

不

明

)

が

記

さ

れ

て

い
る

が
、

本

書

は
収

録

さ
れ

て

い
な

い
。

2
.
本
書

の
成
立
事
情

本
書
は
中
国
語
で
書
か
れ
た
最
初

の
中
国
語
口
語
文
法
書
で
、
あ
る

意
味
で
は
・
「蓋
彼
国
文
法
之
説
・
実
以
是
書
為
嗜
矢
&

と
言
わ
れ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
勿
論
、
こ
れ
以
前
に
も
西
洋
人
の
手
に
よ
る
中
国

語
文
法
書
は
幾

つ
か
存
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
プ
レ
マ
ー
ル
の

『中
国

語
筍
記
』
(
一
七
二
八
年
)
、
前
述
の
モ
リ
ソ
ン
や
エ
ド
キ
ン
ズ
の
文
法

書
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
外
国
語
で
書

か
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
、
な
ぜ
本
書
が
中
国
語
で
書
か
れ
た

の
か
、
な
ぜ
そ
の
必
要

が
あ

っ
た
の
か
、
と
い
う
本
書
の
成
立
事
情
を
、
ま
ず
究
明
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
本
書
の
序
文

で
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

文
学

一
書
、
原
係
講
明
話
字
之
用
法
、
西
方
諸
国
、
各
有
此
書
、

是
文
学
書
之
由
来
也
久
　
。
蓋
天
下
之
方
言
二
千
余
類
、
字
形
二

十
余
種
、
要
之
莫
不
各
頼
其
各
処
之
文
学
、
以
推
求
乎
話
之
定
理
、

詳
察
乎
字
之
定
用
、
使
之
不
渉
於
騎
培
両
可
也
。
余
於
是
書
諦
習

日
久
、
略
覚
黙
識
心
通
、
因
用
中
華
文
字
土
音
、
輯
成

一
巻
、
亦

以
文
学
書
名
、
蓋
理
有
可
以
相
通
耳
。

つ
ま
り
、
著
者
は
西
洋
諸
国
に

「文
学
書
」
(文
法
書
)
が
あ
る
の
を

見
て
、
こ
れ
に
倣

っ
て
中
国
語
で
本
書
を
著
し
た
わ
け
で
あ
る
。
「
蓋
理

有
可
以
相
通
耳
」
と
い

っ
た
素
朴
な
考
え
に
出
発
点
を
置
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
論
理
的
な
思
考
は
、
人
間

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
言
語
は

思
想
を
伝
達
す
る
道
具

で
あ
る
か
ら
、
そ
の

一
般
的
な
形
式
を
扱
う
文

法
も
、
相
通
じ
る
所
が
あ
る
と
考
え
た
く
な
る
の
は
、
あ
る
い
は
自
然

で
あ
る
か
も
し
れ
な
痴

後
に
、
馬
建
忠
が

『
馬
氏
文
通
』
を
著
し
た

時
も
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
考
え
を
持

っ
て
い
た
。

而
亘
古
至
今
、
塞
宇
宙
、
其
種
之
或
黄
、
或
白
、
或
紫
、
或
黒
之

鈎
是
人
也
、
天
皆
賦
之
以
此
心
之
所
以
能
意
、
此
意
之
所
以
能
達

之
理
。
則
常
探
討
壷
革
労
行
諸
国
語
言
之
源
流
、
若
希
臆
、
若
辣

丁
之
文
詞
而
属
比
之
、
見
其
字
別
種
而
句
司
字
、
所
以
声
其
心
而
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形
其
意
者
、
皆
有

一
定
不
易
之
律
、
而
因
以
律
吾
経
籍
子
史
諸
書
、

其
大
綱
蓋
無
不
同
。
於
是
因
所
同
以
同
夫
所
不
同
者
、
是
則
此
編

之
所
以
成
也
。

(『馬
氏
文
通
」

・
後
序
)

各
国
皆
有
本
国
之
葛
郎
璃
、
大
旨
相
似
、
所
異
者
音
韻
与
字
形
耳
。

(同

・
例
言
)

但
し
、
『馬
氏
文
通
』
が
文
語
文
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
口
語

文
法
で
あ

る
。

も
う

一
つ
の
原
因
は
、
本
書
の
向
け
ら
れ
た
読
者
層
の
変
化
に
あ
る

と
思
わ
れ

る
。
従
来
の
西
洋
人
の
手
に
よ
る
中
国
語
文
法
書
は
主
に
宣

教
師
の
伝
道

の
た
め
に
作
ら
れ
て
き
た
。
他
に
、
中
国
と
の
貿
易
や
外

交
な
ど
に
携
わ
る
人
も
時
に
そ
の
対
象
に
な
る
が
、
要
す
る
に
外
国
人

の
中
国
語
学
習
者
が
そ
の
主
体
で
あ

っ
た
。
本
書
は
そ
の
序
文
か
ら
見

て
分
か
る
よ
う
に
、
外
国
人
だ
け
で
な
く
中
国
国
内
の
読
者
に
も
向
け

ら
れ
て
い
た
○
ま
た
、
「伝
道
者
」
「通
言
者
」
(通
訳
)
の
た
あ
だ
け
で

な
く
、
「設
教
者
」
(教
師
)
、
「読
書
者
」
の
た
め
と
い
っ
た
教
育
面
で

の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。

書
内
俗
言
僅
語
、
究
不
嫌
於
卑
近
、
意
明
詞
達
、
亦
甚
易
於
参
観
。

其
上
下
之
章
句
、
或
條
分
縷
析
、
或
縄
貫
珠
聯
、
要
旨
簡
而
能
骸
、

純
而

不
雑
、
可
為
迷
路
之
指
南
焉
。
故
無
論
設
教
者
、
読
書
者
、

伝
道
者
、
通
言
者
、
皆
宜
於
是
書
潜
心
黙
会
、
触
類
傍
通
、
玩
索

而
有
得
焉
。
以
免
夫
啓
口
支
離
之
弊
、
行
文
差
謬
之
失
、
而
得
乎

話
字
之
真
旨
也
已
。
然
則
文
学
書
之
有
益
於
中
外
国
之
文
人
学
士

也
、
豊
浅
鮮
哉
。
是
以
語
錐
浅
近
固
随
、
而
意
則
融
会
貫
通
、
閲

是
書
者
、
誠
能
撮
其
大
旨
、
究
其
節
目
、

則
於
学
問

一
道
、
未
必

無
小
補
云
。

(本
書

・
序
文
)

勿
論
、
こ
れ
ら
読
者
層
の
変
化
は
、
当
時

の
中
国
の
社
会
状
況
、
特

に
教
育
事
情
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ア

ヘ
ン
戦
争
以
降
、
中
国

は
西
洋
列
国
の
武
力
に
よ

っ
て
鎖
国
か
ら
開
国
さ
せ
ら
れ
、
南
京
条

約
、
天
津
条
約

・
北
京
条
約
の
締
結
、
広
東

・
度
門

・
福
州

・
寧
波

・

上
海
な
ど
の
自
由
貿
易
港
の
開
設
、
宣
教
師
ら

の
内
地
伝
道

の
普
及
と

い

っ
た
状
況
の
中
で
、
中
国
と
外
国
の
交
渉
が

一
段
と
頻
繁

に
な
り
、

い
わ
ゆ
る

「翻
訳
之
人
材
」
を
求
め
る
声
が
高
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
外
国
人
及
び
外
来
文
化
に
接
触
し
た
過
程

に
於
い
て
、
西
洋

の
技

術
を
学
ぶ
必
要
を
痛
感
し
、
外
国
語
の
習
得
を
す
べ
き
だ
と
認
識
し
た

中
国
人
も
随
分
あ

っ
た
の
で
あ
る
O
斯
く
し
て
、
総
理
衙
門
の
提
議

に

基
づ
き

一
八
六
二
年
に
北
京
に
は
京
師
同
文
館
、
翌
六
三
年
に
李
鴻
章

の
奏
請
に
よ
り
上
海
に
は
広
方
言
館
、
更
に
翌
六
四
年
に
瑞
麟
の
奏
請

に
基
づ
き
広
州
に
は
方
言
館
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
外

国
語
専
門
学
校
で
は
、
皆

「文
法
」
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
の
解
禁
に
よ
り
、
宣
教
師
た
ち
が
中
国
各
地
に

赴
き
、
伝
道
の
た
あ
に
多
く
の
教
会
学
校
を
設
立
し
た
。

一
八
七
七
年

の
第

一
回
全
国
各
派
宣
教
師
大
会
が
開
催
さ
れ

る
迄
、
中
国
の
教
会
学

校
は
四
六
二
校
あ
り
、
学
生
も
八
五
二
二
人
あ

っ
た
と
い
ろ
樋

こ
れ
ら

の
教
会
学
校
に
於

い
て
も
、
外
国
語
が
教
え
ら
れ
た
り
、
文
法
の
授
業

が
な
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
上
海
中
西
書
院

⑫

の
課
程
を
見
る
と
、
そ
の
二
年
目
に

「練
習
文
法
」
と
い
う
も
の
が
あ
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る
。つ
ま
り
、
中
国
国
内
に
於

い
て
、

一
部

の
新
式
学
校

で
は
、
文
法
の

授
業
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
中
国
語

へ
の
再
認
識
も
自
然
に
生

じ
た
わ
け
で
あ
る
。
中
国
語
で
の
文
法
書
も
そ
う
い
う
時
代

の
要
求
に

応
じ
て
現
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
し
て
、
新
式
学
校

で
西
洋
文
法

の
学
習
を
受
け
た
り
、

そ
れ
に
携
わ

っ
た
り
し
た

一
部
の
中
国
人
の
間
で
、
新
し
い

「文
法
」

に
つ
い
て
の
認
識
が
芽
生
え
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
当

然
、
そ
れ
を
自
国
の
母
語
と
照
合
し
て
考
え
よ
う
と
し
た
人
も
い
た
に

違
い
な
い
ゐ

張
儒
珍
は
そ
の
中
の

一
人
だ

っ
た
と
思
う
が
、
彼
が
ど
ん

な
人
物
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
本
書
の
著
述
に
携
わ

っ
て
い
た
の

か
、
今
後
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

更
に
、
も
う

一
つ
そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う

な
事
情
か
ら
で
あ
る
。
本
書

の
出
版
時
よ
り
五
年
前
の

一
八
六
四
年

に
、
ア
メ
リ
カ
長
老
会
の
マ
ー
テ
ィ
ア

(O
巴
く
ぎ

箋
.竃
卑
①
①『、
中
国

名
狭
考
文
)
が
登
州
で

「文
会
館
」
と
い
う
教
会
学
校
を
開
い
て
い
た
。

当
時
、
中
国

の
教
会
学
校
で
は
、
教
科
な
い
し
教
授
用
語
と
し
て
、
殆

ど
英
語
が
用
い
ら
れ
た
が
、
こ
の
文
会
館
だ
け
は
、
中
国
語
を
採
用
し

て
い
た
。
「
教
会
学
校
が
中
国
語
を
通
じ
、
而
し
て
基
督
教
的
感
化
の
下

に
於
い
て
徹
底
的
に
教
え
る
こ
と
こ
そ
中
国
に
於
け
る
基
督
教
を
発
展

⑭

せ
し
め
る
所

以
で
あ
る
」
と
い

っ
た
マ
ー
テ
ィ
ア
の
主
張
が
あ

っ
た
か

ら
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
主
張
に
は
何
人
か
の
賛
成
者
が
い
た
。
本
書
の

著
者
高
第
　
は
そ
の
内
の

一
人
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
関

係
が
あ
っ
た
ろ
福

了

テ
・
ア
自
身
も
各
種
の
中
国
語
教
科
書
を
編

纂
し
、
且

つ
中
国
語
入
門
書
も
著
し
た
。
も
し
、
高
第
　
が
こ
の
文
会

館
な
ど
と
関
係
が
あ
る
と
し
た
ら
、
本
書
を
中
国
語
で
書

い
た
の
も
、

納
得
で
き
な
い
こ
と
で
も
な
い
。
も
し
く
は
、
本
書
は
同
校

の
教
科
書

と
し
て
意
図
的
に
書
か
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
現
に
、
本
書
は
序
文

と
第
十
六
、
十
七
、
十
八
、
二
十

一
章
を
除
く
と
、
各
章
毎
に
、
練
習

問
題
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
種
の
教
学
用

テ
キ
ス
ト
の
体
裁
を
有

し
て
い
る
。

講
字

学
生
要
講
明
這
個
字
裏
字
母
、
字
部
、
本
体
。

(
5
頁
)

講
名
頭

学
生
講
名
頭
、
是
要
説
那
話
字
是
甚
塵
類
、
甚
慶
音
、

甚
歴
声
、
甚
歴
部
、
甚
慶
支
、
甚
慶
位
次
、
甚
慶
地
歩
。
(
12
頁
)

終
言

学
生
要
用

一
本
官
話
書
講
、
直
到
這
本
文
学
書
裡
的
事

情
、
都
熟
記
在
心
裡

(53
頁
)

そ
し
て
、
最
後
に
、
本
書
が
な
ぜ
口
語
文
法
書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
の
か
に

つ
い
て
少
し
触
れ
た
い
。

一
つ
は
勿
論
、
外
国
人
の
著

者

に
と

っ
て
、
文
語
の
方
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
も

う

一
つ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

「庶
民
教
育
」
と
い
う
思
想
に
因
ん

で
い
る
と
思
う
。
当
時
の
教
会
学
校
な
ど
に
通

っ
て
い
る
学
生
は
、
大

部
分
は
下
層
階
級
又
は
貧
民
の
子
弟
で
あ

っ
た
。
彼
ら
に
と

っ
て
は
、

古
典
よ
り
も
日
常
的
な
読
み
書
き
の
教
養
が
必
要
で
あ
る
。
あ
る
意
味

で
は
、
本
書
は
、
後

に
起
き
た

「白
話
文
運
動
」
(言
文

一
致
)
の
先
駆

的
な
存
在
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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五

本
書
の
日
本
へ
の
流
布
に
つ
い
て

本
書
は
出
版
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
ら
し
い
。

周
知
の
如
く
、
明
治
維
新
以
後
、
日
本
は
専
ら
西
洋
文
明
の
採
り
入
れ

に
力
を
入
れ

て
き
た
。
「天
保
の
末
頃
よ
り
、
我
が
国
と
西
洋
諸
国
と
の

触
接
、
愈
頻

に
し
て
、
海
内
志
士
の
先
憂
を
ま
ち
し
が
、
特

に
そ
の
機

運
を
促
し
た
る
は
、
清
国
の
亜
片
戦
争
の

一
見
な
り
と
す
。
清
国
は
、

古
来
の
関
係
上
、
我
国
人
士
の
最
も
深
く
尊
敬
せ
る
旧
邦
な
る
に
、
所

謂

『西
戎
』

の
為
に

一
敗
地
に
塗
れ
、
無
条
件
和
を
請
ふ
の
已
む
能
は

ざ
る
に
至
れ

り
。

一
葦
帯
水
を
隔
て
た
る
、
同
文
同
種

の
友
邦
已
に
斯

の
如
き
形
勢
な
れ
ば
、
西
洋
の
研
究
は
、
益
焦
眉
の
急
事
と
な
れ
り
。

猶
わ
が
日
本
国
が
、
至
強
の
目
あ
り
し
、
露
国
を
破
砕
し
た
る
に
因
り
、
⑯

日
本
研
究
者

の
、
俄
然
西
洋
に
顕
出
し
た
る
が
如
き
と
同
現
象

の
み
」

と
記
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
日
本
人
は
中
国
の
こ

と
に
つ
い

て
全
く
無
関
心
で
も

い
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
目
的
が
勿

論
、
単
な
る
学
問
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
に
し
て
も
、
当
時
中
国

で

出
版
さ
れ
た
書
物
、
特
に
漢
訳
西
洋
書
の
か
な
り
の
も
の
が
日
本
に
紹

介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
西
洋
人
宣
教
師
を
通
じ
て
日
本
に

紹
介
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
は
、
旧
蔵
者

が
中
村
敬
宇

で
あ
る
が
、
彼
は
明
治
初
期
に
於
け
る
基
督
教

の
提
唱
者

の

一
人
で
、
彼
が
付
き
合

っ
て
い
た
宣
教
師
の
中

に
何
人
か
米
国
長
老

会
の
人
も
い
た
。
本
書
は
宣
教
師
に
よ
り
中
村
氏

に
贈
ら
れ
た
も
の
と

即
断

で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
に
次
の
二
種
の
翻
刻
書
が
刊
行

さ
れ
た
。

(イ
)
大
槻
文
彦
解

『支
那
文
典
』
(明
治
十
年
十

一
月
七
日
初
版
、

明
治
二
十
七
年
三
月

一
日
再
版
)

(
ロ
)
金
谷
昭
訓
点

『大
清
文
典
』
(明
治
十
年
十
二
月
出
版
)

更
に
、
明
治
二
十
六
年

(
一
八
九
三
)
に

『
通
俗
教
育
全
書
』
の

一

篇

(第
53
篇
)
と
し
て
、
本
書
を
分
か
り
易
く
編
集
し
た
も
の
が
あ
る
。

(
ハ
)
村
上
秀
吉
編

『支
那
文
典
』
(明
治
二
十
六
年
、
博
文
眺

(イ
)
は
大
槻
文
彦
が
西
洋
文
法
や
日
本
の
文
法
を
下
敷
き
に
考
え

て
、
原
書
の

『文
学
書
官
話
』
に
訓
点
を
施
し
た
り
注
釈
し
た
り
し
た

も
の
で
、
日
本
に
於
け
る

「広
い
意
味
で
の
中
国
語
の
文
法
の
、
近
代

的
研
究
の
開
幕
を
告
げ
る
棒
の
艶
」
に
も
喩
え
ら
れ
㌦

現
在
、
九
州

大
学
中
央
図
書
館
の
音
無
文
庫
、
内
閣
文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
に
そ
の
初

版
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
槻
文
彦
の
書
に

つ
い
て
は
、
詳
し
く
は

鳥
井
1
9
8
1
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
書
誌
的
な
事
柄
に
つ
い
て
、
左

に
引
用
し
て
お
く
。

こ
の

『支
那
文
典
』
は
奥
付
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
年
六
月
十
九
日

に

「版
権
免
許
」
と
な
り
、
同
年
十

一
月
七
日
に

「出
版
」
さ
れ

た
。
十
七
年
後
の
明
治
二
十
七
年
三
月

一
日
に

「
再
版
印
刷
」
さ

れ
、
同
月
五
日
に

「発
行
」
さ
れ
た
。
「版
権
所
有
」
と
纂
書
で
横

書

フ
チ
ど
り
さ
れ
た
下
に
は
、
「解
者
兼
発
行
者

宮
城
県
仙
台

市
外
記
町

一
二
番
地

大
槻
文
彦
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
は
さ
ら
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に
十
二

×
十
二

Ⅲ
の

「た
ひ
ら
の
ふ
み
ひ
ご
」
の
朱
印
が
押
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
左
側
に
は

「印
刷
者

東
京
市
日
本
橋
区
通
二
丁

目
十
三
番
地

小
林
新
兵
衛
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
十
三

Ⅲ
×
十

二

㎜
の

「嵩
山
房
」
の
朱
印
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
左
側
に
は
、

「発
売
所

東
京
市
日
本
橋
区
通
二
丁
目
角

嵩
山
房
」
と
な

っ

て
い
る
。
な
お
表
紙
裏
の
扉
は
、
中
央
に

「支
那
文
典

全
」
と

大
書
し
、
そ
の
右
側
上
に

「
大
槻
磐
翁
閲
」
と

「大
槻
文
彦
解
」

の
二
行
が
あ
り
、
そ
の
左
側
下
に
は

「
大
槻
氏
蔵
版
」
の
五
字
と

三
十

Ⅲ
×
二
十

Ⅲ
の
朱
の
捺
印
が
あ
る
。
(鳥
井
1
9
8
1
よ
り
)

た
だ
、
初
版
本
で
は
、
奥
付
に
あ
る
大
槻
文
彦

の
住
所
は

「東
京
本

郷
金
助
町
五
十
三
番
地
」
と
な

っ
て
い
る
。

金
谷
昭
訓
点
の

『大
清
文
典
』
は
、
『文
学
書
官
話
』
の
原
文
に
送
り

仮
名
返
り
点
を
施
し
た
も
の
で
、
「原
序
」
の
後

の

「例
言
」
と
巻
末
に

付
し
た

「
漢
英
対
訳
緊
要
語
」
を
除
く
と
、
内
容
構
成
や
ペ
ー
ジ
数
や

行
数
字
数

・
字
の
サ
イ
ズ
な
ど
は
原
書
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
静
嘉
堂

文
庫
本
は
本

書
と
同
じ
く
中
村
敬
宇
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
縦
23

㎝
×
横

15

㎝
、

線
装
本

で
、

薄
黄
色
表
紙
、

表
紙
の
左
上

に
は

「大
清
文
典

金
谷
昭
訓
点

全
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
右
上
に
は

「中
村
敬
宇
蔵
書

之
記
」

の
蔵
書
印
が
あ
る
。
扉
の
中
央
に
は

「大
清
文
典

全
」
と
あ

り
、
そ
の
右

に
は

「美
国
高
第
　
/
清
国
張
儒
珍
同
著
、
日
本
金
谷
昭

訓
点
」
、
左

に
は

「明
治
十
年
九
月
新
刻
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
原
序
」

の
右
上
隅
に
も

「中
村
敬
宇
蔵
書
之
記
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
奥

付
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
明
治
十
年
七
月
二
十

一
日
出
版
権

免
許
/
同
年
十
二
月

出
版
/
校
点

第
四
大
区
十
小
区
牛
込
矢
来
町

六
番
地
寄
留

金
谷
昭
/
出
版

第
四
大
区
三
小
区
小
石
川
大
門
町
廿

一
番
地

青
山
清
吉
」。

こ
の

『大
清
文
典
』
に
関
わ

っ
て
い
た
人
物

に
も
う
二
人
い
る
。
即

ち
、
同
書
の
例
言
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
頴
川
重
寛
と
阿
部
弘
国

で

あ
る
。唐
音
及
俗
語
難
解
者
、
経
重
寛
頴
川
君
之

一
読
而
施
音
義
焉
、
唐

音
有
両
種
、

一
日
南
音
、

一
日
北
音
、
今
所
施
、

一
従
南
音
文
義

訓
釈
経
弘
国
阿
部
君
之

一
読
庶
得
妥
貼
　
、
巻
末
所
載
漢
英
対

訳
、
亦
係
君
所
寄
、
令
以
識
篇
内
訳
義
所
原
焉

(
『大
清
文
典
』

・
例
言
)

頴
川
重
寛
は
即
ち
唐
通
事
鄭
幹
輔
の
養
子
の
頴
川
保
三
郎
で
あ
り
、

明
治
三
年

(
一
八
七
○
)
に
外
務
省
が
設
立
し

た

「漢
語
学
所
」
と
後

の
東
京
外
国
語
学
校
漢
語
科
の
中
心
的
な
教
師

で
あ
る
。
明
治
四
年
に

調
印
さ
れ
た
日
清
修
好
条
約
締
結
の
為
の
使
節

(欽
差
全
権
大
臣

・
大

蔵
卿
伊
達
宗
城
)
に
も
随
行
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
輪

阿
部
弘
国
は
明
治
初
期
洋
学
者

の

一
人
で
、
中
国
人
李
善
蘭
訳

の

『植
物
学
』
や
英
華
書
院
刊
の
中
国
語
訳
イ
ソ

ッ
プ
に
訓
点
を
付
し
て

日
本
に
紹
介
し
た
人

で
も
あ
る

(前
者
は
日
本

語
訳
名

『植
物
学
和

解
」
、

一
八
七
五
年
出
版
。
後
者
は

『漢
訳
伊
蘇
普
諌
』
、

一
八
七
六
年

出
版
)
。
こ
の

『
漢
訳
伊
蘇
普
諌
』
の
出
版
者
も
同
じ
く
青
山
清
吉
で
あ

る
。
同
書
の
奥
付
に
よ
る
と
、
彼
は
東
京
第
九
大
区
二
小
区
小
石
川
竹

早
町
六
番
地
に
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
巻
首
に
大
槻
磐
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渓
の
序
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
大
槻
家
と
も
交
際

が
あ

っ
た
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
下
に
於

い
て
、
こ
の

『
大
清
文
典
』
と
大
槻
氏
の

『支
那
文
典
』

を
合
わ
せ
な
が
ら
、
両
書
の
性
格
や
関
係
な
ど
を
少
し
検
討
し
て
お
き

た
い
。
ま
ず
、
両
書
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
現
れ
た
点
に
注
目
し
た
い
。
大
槻

書
は

『大
清
文
典
』
よ
り
、
版
権
免
許
取
得
及
び
出
版
の
時
期
が
僅
か

一
ヶ
月
早
い
。
し
か
し
、
例
言
の

「
識
」
の
日
付
か
ら
見
る
と
、
大
槻

の
方
は
「
明
治
十
年
十

一
月
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
金
谷
の
方
は

「
明

治
十
年
六
月
」
で
あ
り
、
書
物
自
体
の
成
立
は
、
む
し
ろ
、
『大
清
文
典
』

の
方
が
先
と
思
わ
れ
る
。
大
槻
が
事
前
に
金
谷
の
書
を
何
ら
か
の
ル
ー

ト
で
目
に
し

て
、
そ
れ
に
不
備
を
感
じ
た
故
、
新
た
に
解
釈
を

つ
け
た

の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
推
測
し
て
い
る
が
、
此
の
辺
り
は
大
槻
、
阿

部
弘
国
、
金
谷
と
の
間
の
交
際
を
更
に
究
明
し
な
い
と
、
何
と
も
言
え

な
い
。
と
も

か
く
、
当
時
の

「目
読
主
義
」
及
び

「会
話
主
義
」
主
体

⑳

の
中
国
語
学
習
風
潮
の
中

で
、
こ
れ
ほ
ど
短
い
期
間
に
二
種
も
の
中
国

語
文
法
書
が
現
れ
た
の
は
、
中
国
語
の

「官
話
」
学
習
に
如
何
に
関
心

が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
の
か
を
物
語

っ
て
い
る
。

但
し
、
中
国
語
の
発
音
は
金
谷
は
頴
川
重
寛
の
指
導
を
受
け
て
南
方

音
に
従

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
槻
は
文
部
省
に
仕
え
て
い
る
こ
と

も
あ

っ
て
、
北
方
官
話

に
拠

っ
て
い
る
。

官
話
ト

ハ
、
土
話

二
対

シ
、
支
那
官
府

二
通
用
語

ノ
義
ナ
リ
、
是

其
国
現
時
ノ
普
通
語

ニ
シ
テ
、
其
音

ハ
正
音
ト
称

シ
、
漸
江
福
建

広
東
広
西
雲
南
等
ノ
諸
省

ヲ
除
ク
ノ
外
、
支
那
北
部

ノ
大
半
、
其

人
口
凡
四
分
ノ
三

ハ
、
其
音
皆

コ
レ
ニ
属

シ
、
其
会
話
書
腰
等
、

此
語
ヲ
用
ヰ
テ
、
全
国
通
ゼ
ザ
ル
コ
ト
無

シ
、
故

二
、
我
国
人

ノ

或
彼
国

二
到
ル
者
ノ
如
キ

ハ
、

コ
レ
ヲ
学
ビ
テ
、
最
其
用
ヲ
為

ス

ベ
シ
。

(
『支
那
文
典
』

・
例
言
)

注
17
で
触
れ
た
東
京
外
国
語
学
校
の
中
国
語
教
育

で
は
、
南
京
語
か

ら
北
京
官
話
に
切
り
替
え
た
の
が
明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
九
月

の
新

学
年
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
契
機
と
な

っ
た
の
は
、
明
治
七
年
に
、
日
清

修
好
条
約
締
結
な
ど
の
外
交
上
の
必
要
か
ら
、
外
務
省
の
要
請
を
受
け

て
、
太
政
官
が
文
部
省
に
、
管
下
学
校
よ
り
北
京
官
話
と
吏
文
を
習
得

す
る
為
の
留
学
生
派
遣
に
つ
い
て
照
会
し
た
こ
と
で
あ
も

文
部
省

に

仕
え
た
大
槻
文
彦
は
こ
れ
ら
の
事
情
を
知
ら
な

い
は
ず
は
な
い
。
彼
の

官
話
に

つ
い
て
の
正
確
な
認
識
も
、
そ
う
い
っ
た
事
情
を
知

っ
た
上
で

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
原
書
に
訓
点
を
施
す
と
こ
ろ
か
ら
、
両
書
と
も

「漢
文
派
」

の
伝
統
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
『大
清
文
典
』
は
南
方
音
の
導
入

に
よ

っ
て
、
唐
通
事
以
来
の
伝
統
的
な
実
用
語
学
的
な
面
を
有
し
て
い

る
。

一
方
、
『支
那
文
典
』
は
、
北
方
官
話
の
認
識
と
、
西
洋
文
法
概
念

に
基
づ
い
た
解
説
に
よ

っ
て
、
あ
る
種
の
近
代
的
な
実
用
語
学
書
の
面

を
有
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
両
書
と
も
学
問
研
究
の
立
場
に
原
点
を
置
い
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
両
書
の
出
版
趣
旨
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。
金
谷
日
く
、

近
日
於
坊
間
、
得
舶
来
本
漢
土
文
法
書
、
其
書
日
文
法
書
官
話
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「餌
ヨ
∋
鋤
一)、
音
論
字
論
、
句
法
文
法
、
以
至
話

説
用
法
、
章
解
句
析
、
遂

一
備
論
、
無
所
遺
、
蓋
彼
国
文
法
之
説
、

実
以
是
書
為
嗜
矢
　
、
従
此
法
分
解
論
釈
百
般
文
章
、
修
辞
論
理

之
道
、
亦
可
以
立
也
、
其
益
文
学
、
豊
浅
少
哉
、
因
重
刊
之
、
改

称
大
清
文
典
、
以
授
同
学
之
士
云
。

(同

・
例
言
)

つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
、
学
問
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
大
槻
も
、
例
言
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
文
法

二
於
イ
テ
ハ
、
正
文
ト
大
異
ア
ル
コ
ト
無
ク
、
且
其
字
、

音
、
話
、
句
ノ
用
法

ヲ
論
ズ
ル
コ
ト
、
推
究
分
解
シ
テ
、
詳
悉
遺

サ
ズ
、
深
ク
文
法

ヲ
説
ク
ノ
真
旨
ヲ
得
テ
、
最
モ
漢
文
初
学
ノ
人

二
稗
益

ア
リ
、
因
リ
テ
、
今
、
行
文

二
傍
訓
ヲ
付
シ
、
毎
節
更

二

注
解

ヲ
下
シ
、
以
テ
初
学

二
便

ニ
ス
。

原
書
、
或

ハ
洋
人

ノ
漢
文

ヲ
学
ブ
者
ノ
為

二
著

シ
シ
モ
ノ
ナ
ラ

ム
、
且
、
洋
人
ノ
著
述
ナ
レ
バ
、
自
ラ
洋
文
ノ
文
法
ヲ
以
テ
分
解

シ
、
其
間
、
牽
強

二
出
デ
タ
ル
者
或

ハ
ア
ラ
ム
、
然

レ
ド
モ
従
来
、

漢
文
ノ
法

ヲ
イ
フ
者

ハ
、
唯
其
文
体
ヲ
論
ジ
或

ハ
助
辞
虚
辞
ノ
用

法

ヲ
説

ケ
ル
ノ
ミ
、
各
般
ノ
言
類
ヲ

一
一
分
解
論
究
セ
ル
此
ノ
書

ノ
如
キ

ハ
、
独
初
学

二
益
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
或

ハ
後
来
更

二
完

全
ノ
文
典

ヲ
作
ル
ノ
基
礎
ト
モ
ナ
ル
ベ
キ

コ
ト
、
必
ズ
期
ス
ル
所

ナ
リ
。

(例
言
)

右
の
傍
点
部
分
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
や
は
り
実
用
よ
り

も
学
問
的
な
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
も

っ
と
も
、
大
槻
は
当
時
、
文
法
研

究
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
。
明
治
八
年
、
『洋
々
社
談
』
第
七
号
に
当
時

の
文
法
研
究

の
不
備
を
批
判
し
た

「
日
本
文
法
論
」
と
題
す
る
小
論
文

を
寄
せ
、
全
備
な
る
文
典
作
り
を
呼
び
か
け

て
い
た
。
そ
の
創
製
を

「
一
大
難
案
」
と
慨
嘆
し
た
大
槻
は
、
『
文
学
書
官
話
』
を
目
に
し
て
、

あ
る
種

の
解
決

の
糸
口
を
見
出
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
西

洋
文
典

に
拠
り
な
が
ら
も
そ
れ
に
拘
ら
ず
、
あ

る
程
度
自
分
な
り
の
考

え
を
も

っ
て
対
象
言
語
の
文
法
を
構
築
し
よ
う
と
い
っ
た
本
書
の
姿
勢

に
、
大
槻
は
同
感
を
も

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
書
が

「深
ク
文

法

ヲ
説
ク
ノ
真
旨

ヲ
得
」
た
、
と
高
く
評
価
し
、
そ
れ
を
忠
実
に
解
釈

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
体
系
的
な
日
本
語
文
法
を
構
築
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
濃
厚

で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

脇

本
書
が
彼
の
文
法

研
究

に
、
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
た
の
か
、
今

の
と
こ
ろ
、
は

っ
き
り

言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
本
書
の
注
釈
書

で
あ
る

『支
那
文
典
』

を

一
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
『語
法
指
南
』
に
至
る
迄
の
大
槻
の
文
法

認
識
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
、
私
は
思

っ
て
い

る

(付
録

一
参
照
)
。
例
え
ば
、
数
詞
に
つ
い
て
、
『支
那
文
典
』
に
於

い
て
は
、
氏
は

「数
目
言
」
を

「数
形
容
詞
」
と
解
釈
し
、
そ
れ
を
形

容
詞

の

一
部
と
し
て
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
の

『
語

法
指
南
』
で
は
、
「
数
詞

ハ
名
詞
ノ

一
種

ニ
テ
、
事
物
ノ
数
ヲ
イ
フ
語
ナ

リ
」
(同
書

一
五
頁
)
と
、
考
え
を
改
め
た
の
で
あ
る
。

依

テ
愚
案

ニ
ハ
今

二
當
ヲ
先
ヅ
始
メ
ニ
一
大
全
備
ノ
古
言
文
典
ヲ

編

ス
ベ
シ
古
言
文
典
既

二
成
ル
ニ
至
ラ
バ

一
ハ
之
ヲ
古
言
高
尚
学

ノ
用
ト
シ

一
ハ
之
ヲ
今
言
文
典
ヲ
編
ス
ル
ノ
基
礎
ト
シ
以
テ
漸
次

二
今
言
文
典
ヲ
製
ス
ル
ニ
及
バ
・
編
作
ノ
労
正

二
其
順
序

ヲ
得

ル
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者
ト
ス
ベ
シ

〈中
略
〉
然
リ
而
シ
テ
今
言
文
典
創
製
ノ
業

二
至
テ

ハ
其
文
法

ノ
或

ハ
古
今

ヲ
折
衷

ス
ル
ト
或

ハ
普
通
ノ
言
語
ヲ
以
テ

ス
ル
ト
其

一
定
適
当

ノ
説

ヲ
得

ル
「
実

二
是

レ
一
大
難
案

ニ
シ
テ

能
ク
幾
多

ノ
学
士

ヲ
集
メ
幾
多

ノ
歳
月

ヲ
期

ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ

レ
バ

其

ノ
成
功

ヲ
見

ル
能

ハ
ザ
ル
ナ
リ
然

レ
此
論

ヲ
発
起

ス
ル
ノ
今
日

ヨ
リ
早
ク
此

二
着
手

セ
ザ
レ
バ
機
会
益
遅
延
セ
ン
故

二
余

ハ
徒

二

議
論

二
日
月

ヲ
費

サ
ン
ヨ
リ
偏

二
早
ク
偏
作

二
起
業

セ
ン
「

ヲ
希

フ
ナ
リ
其
文
字
論
音
節
論
詞
論
文
章
論

ノ
如
キ
将

二
後
会

二
於

テ

考
ヲ
述

べ
以
テ
諸
君
ノ
是
正
ヲ
乞

ハ
ン
ト
ス
。

(
日
本
文
法
論
)

六

ま
と
め

『文
学
書
官
話
』
は
中
国
語
で
の
最
初
の
口
語
文
法
書

で
あ
る
。
基

本
的
に
は
西
洋
文
典
の
枠
組
み
で
あ
り
な
が
ら
も
、
中
国
語

の
特
質

に

あ
る
程
度
注
意
を
払
い
、
漢
文
法
や

「君
臣
」
思
想
な
ど
と
い
っ
た
よ

う
な
中
国
の
伝
統
的
な
概
念
を
随
所
に
用
い
て
論
説
し
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
に
、
そ
の
特
色
が
あ
る
。

本
書
の
出
現
の
背
景
に
は
、
当
時
の
教
会
学
校
な
ど
の
新
式
学
校

で

の
西
洋
文
法
教
育
の
導
入
に
よ
り
、
中
国
語

へ
の
再
認
識
が
生
じ
、
西

洋
文
法
の
ル
ー
ル
を
借
用
し
て
中
国
語
を
学
ぼ
う
又
は
学
ば
せ
よ
う
と

し
た
意
識
が
現
れ
て
き
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
書
は
出
現
し
て
間
も
な
く
日
本

へ
流
布
し
、
『支
那
文
典
』

と

『大
清
文
典
』
な
ど
の
翻
刻
書
も
現
れ
た
。
そ
れ
は
、
明
治
初
期
に

於
け
る

「実
用
主
義
」
的
な
中
国
語
学
習
事
情
の

一
反
映
で
は
あ
る
が
、

文
法
研
究
と
い
っ
た
学
問
的
な
面
を
も
有
し
て
い
る
。
大
槻
文
彦
の
場

合
、
む
し
ろ
、
学
問
的
色
彩
の
方
が
濃
か

っ
た

の
で
あ
り
、
氏
の
後
の

日
本
語
文
法
研
究
に
も

つ
な
が

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
原
著
者
の

一
人
で
あ
る
中
国
人
の
張
儒
珍
、
又
は
本
書
を
あ

ぐ

っ
て
の
近
代
日
中
文
法
学
の
交
流
、
及
び
大
槻
文
法

へ
の
影
響
な
ど

に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
あ
ま
り
触
れ
な
か

っ
た
が
、
別
稿
を
期
し
た

い
と
思
う
。

【注
】

陳
望
道

1
9
7
9
で
は
、
本
書

の

一
五
品
詞
名
を
挙
げ

て
簡
単

に
紹
介

し

て
い
る
。

一
方
、

日
本

で
は
、
鳥
井
克
之

1
9
8
1
は
大
槻
文
彦

の

『支

那
文
典
』

に

つ
い
て
の
紹
介

で
あ
り
、
本
書

の
成
立
や
内
容

・
特
色

等
に

つ
い
て
は
、
あ
ま

り
触
れ

て
い
な

い
。

中
国

プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
伝
道
印
刷
所

(一≦
一ωω
一○
口
P
「
O
ωω
)
の

一
つ
。

一
八

四
四
年

に
米
国
長
老
会

よ
り
設
立
さ
れ
た
湊
門

の

「
華
英
校
書
房
」
が
そ

の
前
身

で
あ

る
。

一
八
四
五
年

に
寧
波

に
移
転

、
「
華
花
聖
経
書
房
」
と
改

名
。
清
威
豊
十
年

(
一
八
六
○
)
に
上
海

へ
移
転
、
「美
華
書
館
」
と
な

っ

た
。

一
九

二
三
年

に
商
務
印
書
館

に
合
併
さ
れ

る
迄
、
中
国
最
大
規
模

の

印

刷
所

の

一
つ
で
あ

っ
た
。
中
国
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
印
刷
所

の
金
属

活
字

に

つ
い
て
は
、
鈴
木

1
9
9
4
を
参
照
さ
れ
た

い
。

「教

会
新
報

」
(
↓
『
①
N
①
毒
ω
o
h
O
巨

一。
7
Φ
ω
)
、
清
同
治
七
年

(
一
八
六

八
)

上
海

に

て
創

刊
。

発
行
者

が
米
国
人

の
宣
教
師
林
楽
知

(く
o
ロ
ロ
σq

一○
ゴ
ロ
A
=
①昌
)
で
あ
る
。

エ
ド
キ

ン
ズ
と
も
う

ひ
と
り

の
イ
ギ
リ

ス
人
の
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宣
教
師
慕
維
廉

(ぐ
く
一=
一〇
∋

7
自
ロ
一「
ゴ
Φ①
α
)

も
そ
の
編
集

に
加

わ

っ
て
い

た
。
同
治
十
三
年

に

「
万
国
公
報
」

と
な
る
迄

の
六
年

間
で
計

三
百
期
発

行
。

一
九
六
七
年

、
台
湾

華
文
書

局
景
印
。

引
用
文
中

に
於
け

る
傍
線

・
傍
点
及
び

〈
〉
【
】
内

の
字
句

は
引
用
者

に
よ
る
。
以
下
同
。

こ
の
序
と
第

一
章

の
間
に
、
「文
学
解

」
と
の

一
条

が
設

け
ら
れ
、

「文
学

書
」

に

つ
い
て
の
解
釈

が
記
さ
れ

て
い
る
。

文
学
書

是
論
話
字
的

用
法

。
話

是
意

思
的
声
音
。
字
是
意
思
的
形
状
。

話
字
可
以
表

明
人

心
裏
所
有
的
事
情
。

大
槻
文
彦
が

『
支
那
文
典
』
の
例
言

の
中

で
、
「文
学

ト

ハ
文
字
文
章

ノ
学

ノ
義

ニ
シ
テ
今

ノ
世

三
言

フ
所

ノ
文
法

又
文
典

ナ

リ
」
と
注
釈

し

て
い

る
。
当
時

、
≦
●
い
○
σ
ω
畠

①
置

の

『英
華
字
典
』
(
一
八
六
六
年
)
の
中

に
、

「
O
「
9
∋
∋
四
「
」

を

「文
法
書
」

と
訳

し
て
い
る
の
が
既

に
見

ら
れ
る
が

(
巻
二
、
鵬
頁
)
、
中
国

で
は
、

そ
の
名

は
ま
だ
定
着

し
て
い
な
か

っ
た
。

一
方
、
O
冨
ヨ
∋
9
「
に

「文
学

・
文
典
」
と

の
訳
を
当

て
た

の
は
、
慶
応

二

年

(
一
八
六
六
)
再
版

の

『轍
概

英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
が
そ
の

一
例

で

あ
る
。

こ
こ
で
い
う

「数
詞

・
量

詞

・
数
量
詞
」
と
は
次

の
よ
う
な
も

の
を
指
す
。

一
朶
花
/

一
輪

の
花

「
一
」
は
数

詞
、
「朶
」

は
量
詞
、

コ

朶
」

は
数
量
詞

で
あ

る
。

切
9
0
「①
一二

ω
ωげ
Φ
≦
昌

『
○
≦

誓
Φ
団

h○
「ヨ

芸
Φ
づ
ロ
ヨ
σ
Φ
「噛
8
ω
ρ

o
コ
α

oq
Φ
口
α
o
「
○
h
葺
Φ
N
o
ロ
戸

一二
ω
寓
8

①
「
8

ロ
〇
二
〇
①
9
0
冨
ω。・

o
h
毛
o
「α
ω

8

=
Φ
α

N
⊆
∋
O
「巴
ρ

≦
ゴ
一〇
『

oq
O
昌
鋤
「巴
一団

O
「①
O
O
α
O
O
「
暁○
=
o
≦

旨
⑦

N
o
ロ
P

〈
中
略
〉
ゆ
ω
三
算

一ω
①
×
℃
「①
ω
ωΦ
O
σ
ざ

一

隻

船

(同
書

・
37
頁
)

在

西
洋

語
法
中
、

〈
中
略
〉

有
形
態
作
為
詞
類
的
標
準
、

界
限
是
根
清
楚

的
。
漢

語
没
有
形
態
作
為
詞
類
的
標
準
、
詞
類
的
界
限
就
不
清
楚
了
、
難

怪
高
名
凱
説
漢
語
没
有
詞
類
了
。
如
果
把
詞
類
的
定
義
改

一
改
、
漢

語
還

是
有
詞
類
的
。

(王
力

「
関
於
漢
語
語
法
体
系
的
問
題
」
『
龍
虫

井
彫
斎
文

集
』
第
三
冊
、

娚
頁
)

漢
語
不
像
印
欧
語
那
様
有
豊
富
的
形
態
。
因
此
給
漢
語
的
詞
分
類

不
能

根
拠
形
態
、
ロ
バ能
根
拠
詞
的
語
法
功
能
。

(朱
徳
煕

『
語
法
講

義
』
37
頁
)

金
谷
昭
訓
点

『
大
清
文
典
』
例
言
。

『
言
語
学
大
辞
典
』
第
六
巻

(三
省
堂
、
1
9
9
6
年
)
50
頁

を
参

照
。

熊
月
之

1
9
9
4
、

㎜
頁
。

熊
月
之

1
9
9
4
、
㎜
頁
。

『
馬
氏
文
通
』

の
著
者

で
あ
る
馬
建
忠
も

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師

が
設
立

し

た
教
会
学
校

に
通

っ
て
い
た
。

平
塚
益
徳

1
9
8

5
、
88
頁
。

実
藤
恵
秀

1
9
4
3
。

石
井
民
司

『
伝
記
叢
書

7

中
村
正
直

伝
』

29
頁

、
昭
和

62
年
、
大
空
社

こ
の
本

は
私
が
ま
だ
入
手
し

て
い
な

い
の
で
、
本
稿

で
は
あ
ま
り
触

れ
な

い
こ
と

に
す

る
。

牛
島
徳
次

1
9
8

9
、

76
頁
。

六
角
恒
広

1
9
8
8
、
33
頁
、
42
頁
を
参
照
。

明
治
期

の
中
国
語
教
育
は
文
法
抜
き

で
あ

っ
た
。
官

設
の
漢
語
学
所

や
東

京
外
国
語
学
校

に
し

て
も
私
設

の

「
日
清
社

」
に
し
て
も
、
文
法

の
授
業

は
な
か

っ
た
。
尤
も
対
照
的

に
は
、
東
京
外
国
語
学
校

で
は
、
英

・
仏

・

独
語
科

に
於

い
て

「
文
典
」
又
は

「文
法
」

と
し
て
、
文
法

の
教
育

が
行

わ
れ

て
い
る

の
に
対
し

て
、
漢
語
科

の
科
目

と
し
て
文
法

が
設

け
ら
れ

て

い
な

い
。
ま
た
、
六
角
恒
広
氏

の
調
査

に
よ
る
と
、
大
槻
氏

の

『
支
那
文

典
』
と
金
谷
氏

の

『
大
清
文

典
』

は
、

と
も
に
中
国
語
教
育

で
は
使

わ
れ

な
か

っ
た
。

六
角
恒
広
1
9
8
8
、
伽
～

齪
頁

を
参

照
。
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⑳

鳥
井
克
之
1
9
8
1
を
参
照
。

参
考
文
献

M
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M
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T
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S
I
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R
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E
S
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T
H
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C
H
I
N
E
S
E
.
O
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a
l
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h
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d
B
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S
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A
E
:
A
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R
「
I
C
A
N
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S
B
Y
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E
R
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N
M
I
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I
O
N
P
R
E
S
S
,
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8
6
7
.
R
e
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r
i
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t
e
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b
y
C
h
'
e
n
g
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e
n
P
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b
l
i
s
h
i
n
g
C
o
m
p
a
n
y
,
T
a
i
p
e
i
,
T
a
i
w
a
n
,
1
9
6
7
.

石
崎

又
造

(
1
9
4
0
)

『近
世

日
本

に
於
け

る
支
那
俗
語
文
学
史
』
弘
文
堂

書
房

実
藤
恵
秀

(
1
9
4
3
)

「支
那
語
書
誌
学
①
ー
大
清
文
典

・
支
那
文
典
ー

」

『
支
那
語
雑
誌
』
3
1
6

胡
附

・
文
錬

(
1
9
5
5
)

『
現
代
漢
語
語
法
探
索
』
中
国
東
方
書
店

上
村
幸
次

(
1
9
5
7
)

「
明
治
初
期

の
中
国
語
学
関
係
書

に
就

い
て
」
『
山
口

大
学
文
学
会
誌
』
8
-
1

六
角
恒
弘

(
1
9
6
1
)

「
附
録

-

明
治

に
刊
行
さ
れ
た
中
国
語
学
習
書
目

稿
」
『
近
代
日
本

の
中
国
教
育

』
淡
路
書

房

陳
望
道

(
1
9
7
9
)

『
陳
望
道
文
集
』
巻
三
、
上
海
人
民
出

版
社

鳥
井
克
之

(
1
9
8
1
)

「
大
槻
文
彦
解

『
支
那
文
典
』
に

つ
い

て
ー

『文
学

書
官
話
』
の
和
刻
本
1

」
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
』
関
西
大
学
出
版
社

六
角
恒
弘

(1
9
8
4
)

『
近
代
日
本

の
中

国
語
教
育

』
、
不
二
出
版

平
塚
益
徳

(
1
9
8
5
)

「
中
国

近
代

教
育

史
」

『
平

塚
益
徳

著

作
集
第

H

巻
』
、

真
珠
社

六
角
恒
弘

(
1
9
8
8
)

『
中
国
語
教
育
史

の
研
究
』
、
東
方
書
店

安
藤
彦
太
郎

(
1
9
8
8
)

『
中
国
語
と
近
代
日
本
』
、
岩
波
新
書

牛
島
徳
次

(
1
9

8
9
)

『
日
本

に
お
け
る
中
国
語
文

法
研
究

史
』
、
東
方
書
店

熊
月
之

(1
9
9

4
)

『
西
学
東
漸
与
晩
清
社
会

』
、
上

海
人

民
出
版
社

鈴
木
広
光

(1
9
9
4
)

「中

国
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト
伝

道
印
刷
所

の
金
属
活
字

に

つ
い
て
」
『
汲
古
』

25
号

鳥
井
克
之

(
1
9
9
5
)

『中

国
文
法
学
説
史
』
、

関
西
大
学
出
版
部

何
九
盈

(
1
9
9
5
)

『
中
国
現
代

語
言
学
史
』
、
広
東
教
育
出
版
社
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種録一:『 文学書官話』、『支那文典』 と 『語法指南』 との用語対照

『文学書官話』

名頭

替名

指名

形容言

数目言

分品言

加重言

罪托言

幣助言

随従言

折服言

接連言

示処言

問語言

語助言

定名

実総名

虚総名

位次

上位次

中位次

下位次

地歩

行的地歩

有的地歩

受的地歩

用的地歩

得的地歩

余的地歩

尽頭

動字

静字

時候

日気

行法

句

読

『支那文典』

名詞 ・体言

代名詞

指示代名詞

形容詞 ・形状言

数形容詞

副詞ノ一部

動詞 ・用言

助動詞

副詞ノー部

非否

接続詞

副詞ノー部

疑問副詞

感詞

固有名詞

有形名詞

無形名詞

名詞ノ人称

名詞ノ格 ・体言ノ辞

第一格又主格

第二格又持格

第三格又賓格

自動 ・他動

過去 ・現在 ・未来

動詞ノ法

句

読

名詞 ・体言ノー

代名詞

指示代名詞

形容詞 ・形状言

『語法指南』

数詞(名 詞ノー種)

〈接尾語〉

副詞

動詞 ・用言 ・作用語 ・活語

助動詞

接続詞

感動詞(嘆 息詞或ハ間投詞ナ ドイフモノ)

固有名詞

普通名詞

普通名詞

人称

自称

対称

他称

名詞ノ格

主格

持格

賓格

奪格

与格

他動性ノ動詞、他動詞

自動性ノ動詞、自動詞

時

口気

動詞ノ法

※ 『語法指南』には文章論が無いため、句 ・読に

相当する語句がない。
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母音

上半音

下半音

用舌根作的

用舌尖作的

用舌中作的

用唇作的

用舌與唇台作的

帯鼻音的

母字

字部

本盟

話類

名頭

替名

指名

形容言

敷目言

分品言

動重言

罪托言

常助言

随從言

折服言

接連言

示威言

問語言

語助言

定名

實纏名

虚纏名

位次

上位次

中位次

下位次

地歩

行的地歩

有的地歩

受的地歩

用的地歩

得的地歩

饒的地歩

根本

記號

壷頭

承接

隠藏的

顯出

Alphabet. 

Initial. 

Final. 

Palalatal. 

Dental. 

Sibilant. 

Labial. 

Double. 

Nasal.

Elementary strekes of character. 

Radicals of character 

Body of character. 

Parts of speech. 

Noun. 

Pronoun. 

Demonstrative. 

Adjective. 

Numeral. 

Classifier. 

Intensive. 

 Verb. 

Auxiliary. 

Adverb. 

Negative. 

Cntjunction. 

Preposition. 

Interrogative. 

Interjection. 

Proper noun. 

Substantive noun. 

Abstract noun. 

Person. 

First person. 

Second person. 

Third person. 

Case. 

Nominative. 

Possessive. 

Objective. 

Ablative. 

Dative. 

Independent. 

Subject of verb. 

Sign. 

Object of (verb). 

Apposition. 

Understood. 

Qualify.
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死敷

活敷

動字

静字

拍起來

時候

過時

當時

後時

口氣

直説的口氣

問的口氣

使令的口氣

行法

順行

退行

逆行

句

讃

軍句

隻句

合句

直説的

使令的

問語的

嘆息的

設若的

輔折的

推反的

志向的

比量的

正面的

反面的

充足的

綱讃

目讃

蝕讃

櫃讃

用目讃

拍目讃

話色

如生的

借喩的

過實的

識請的

比方的

Definite numeral. 

Indefinite numeral. 

Active verb. 

Inactive verb. 

Infinitive voice. 

Tenses of verb. 

Past tense. 

Present tense. 

Future tense. 

Voices of verb. 

Indicative voice. 

Interrogative voice. 

Inperative voice. 

Mood of verb. 

Direct mood of verb. 

Indirect mood of verb. 

Possive mood of verb. 

Sentence. 

Clause. 

Simple sentence. 

Double sentence. 

Compound sentence. 

Affirmative sentence. 

Imperative sentence. 

Interrogative sentence. 

Exclamatery sentence. 

Conjunctive sentence. 

Disjunctive sentence. 

Inferential sentence. 

Cousative sentence. 

Comparative sentence. 

Positive sentence. 

Negative sentence. 

Parenthetical sentence. 

Subject clause. 

Predicate clause. 

Independent clause. 

Subjunctive clause. 

Instrumental clause. 

Infinitive clause. 

Figures of rhetoric 

Personification. 

Metaphor. 

Hyperbole. 

Irony. 

Allegory.


